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2010年7月、将来の海洋によるCO2吸収効果の減少を示唆する2つの研究が発表された。米国のジョー
ジア大学の研究グループは、海氷面積減少が及ぼす影響に関する研究を行い、海水や CO2の挙動分析
から「北極海の海水はCO2吸収への大きな貢献とはならない」とScience誌に発表した。一方、カナダ
のダルハウジー大学の研究グループは、海洋の透明度などの分析を地球規模で行い、「世界の海洋植物プ
ランクトンは、約 100年前から前年比平均約 1%ずつ減少し続けており、この長期的現象は海面水温の
上昇と相関がある」とNature誌に発表した。これらの 2つの報告は、温暖化予測において海洋による
CO2吸収効果の前提条件の見直しが必要であることを示唆しており、今後の予測結果にも影響を与える
可能性がある。
2010 年 7月、Science 誌とNature 誌に、将来の海
洋によるCO2 吸収効果が減少することを示唆する2つ
の研究報告が発表された。
1つは、北極海の海氷面積減少の及ぼす影響に関
する報告である。これまでの仮説では、海氷面積が減
少すると、大気に接する海面面積の増加に比例して
CO2 の吸収が促進されることが、大気中のCO2 濃度
上昇を緩和する要因になるとされていた。北極海は世
界の海洋面積の3%しか占めていないが、海水温度が
低いため CO2 の溶解度が高く、世界の海洋による
CO2 の全吸収量の5～14%を占めるとされている。
これに対し、米国のジョージア大学の研究グル プー
は、北極海の海水やCO2 の挙動分析から「北極海の
海水はCO2 吸収への大きな貢献とはならない」という
調査結果をScience 誌に発表した 1）。同グループは、
2008 年夏にカナダ北方の海氷消滅の著しい海域で採
取した海水の性状や、融解してできた水や界面のCO2
の挙動などを総合的に分析した。その結果、大陸棚
付近の表層水のCO2 分圧は、250（単位：10－6 気圧、
以下同じ）以下となっているが、海氷消滅の著しいより
沖合の海域では 320 ～ 365と、大気中の CO2 分圧
375に近い値を示した（図表）。沖合で CO2 分圧が高
い理由として、融解水でできた塩分濃度の薄い海水層
が、CO2 が深層に侵入することを妨げるバリアとなって
いることを挙げている。今後新たに海氷が溶ける海域
についても同様に、表層水のCO2 分圧は大気中CO2
分圧に近いことが予測され、大気中のCO2 の大きな
吸収域として働かないだろうとしている。
もう1つは、海洋の植物プランクトンの減少に関する
報告である。カナダのダルハウジー大学の研究グルー
プは、海洋の透明度などの分析を地球規模で行い、
19 世紀末からの表層水の透明度の分布から植物プラ
ンクトン量を推定し、それを1950 年代以降に行われ
た植物プランクトン量分布の海洋観測結果と組み合わ
せることにより、約100 年間の植物プランクトン量分布
の時間変化を求めた。その結果、植物プランクトン量は、
大部分の海域で1900 年以来前年比平均約1%ずつ減
り続けていることと、それは海面水温の上昇と相関が
みられることを解明し、Nature 誌に発表した 2）。
海洋は、人類の排出するCO2 のおよそ3割を吸収し
ているといわれるが、これらの2つの報告は、温暖化
予測において海洋によるCO2 吸収効果の前提条件の
見直しが必要であることを示唆しており、今後の地球
温暖化の予測にも影響を与える可能性がある。今後さ
らなる解明が注目される。
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ᄢ᳇図表　北極海（カナダ北方）の表層水 CO2 分圧
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